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研究成果の概要（和文）：本研究は、近代中国の民間宗教のテキストである「宝巻」を対象に、中国文学・歴史研究・
宗教学・文化人類学など、さまざまな分野から学際的研究を行ったものである。中心としたのは、広島大学の太田出が
収集した未整理の資料約200件で、これを1件1件検討し、現地調査ともリンクさせることで当該資料の分析を進め、以
下の成果を公表した。
（1）解題目録。書誌情報を採集した上で撮影作業を行い、詳細な目録を作成した。
（2）関連する論考。当該資料を分析することで、従来の宝巻文学・民間宗教史を再検討し、また宝巻の流通および受
容層の解明を行って、そこで得られた知見を順次発表した。

研究成果の概要（英文）：This project is the interdisciplinary research on “Baojuan”―― popular 
religion texts in Modern China, consist of researchers with different disciplinary backgrounds (Chinese 
Literature, Historiography, Religious study and Anthropology). This research mainly based on about 200 
undisposed-of texts collected by Izuru OTA of Hiroshima University. Through investigations and 
discussions on every texts, also considering the results of field works, we published following research 
results:
(1) The annotated bibliography. Taking bibliographic information and photographs of every texts, we made 
the detailed bibliography of OTA’s Baojuan collection.
(2) Related disquisitions. Through the analysis of materials we reconsidered the conventional description 
of Baojuan literature and Chinese popular religion history and elucidated the matter of distributions and 
recipients of Baojuan, our members conducted some conference presentations and presented research papers 
on these new findings.

研究分野：中国文学
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１．研究開始当初の背景 
中国における語り物・唱い物の一種に「宝
巻」がある。多くの民間宗教結社がこれを自
らの経巻のスタイルに採用したため、そのテ
キストは明代以降の中国宗教研究において
重要な依拠資料であるだけでなく、近代中国
における通俗文芸や伝統芸能の研究、また歴
史学・民俗学・文化人類学研究といった分野
においても、重要な研究材料となっていると
言える。 
しかしかつては、本邦最大のコレクション
である故・澤田瑞穂氏のものも含め、その多
くが閲覧困難であったために、複数のテキス
トの比較検討が難しかった上、社会主義体制
における民間宗教に対する様々な制約もあ
って、研究はごく一部の研究者によってのみ
行われ、またそれも目睹し得た僅かな資料の
みに拠る議論となってしまうこともしばし
ばであった。 
そうした中で、太田は 1990 年代に北京に
おいて骨董市などに流通した、明代より民国
期におよぶ宝巻約 200 件を収集した。中には
明代の内府本や、弾圧によってすでに亡失し
たとされていたテキストなど、貴重な版本を
多く含んでいる。 
またこの十年ほどで、中国の車錫倫氏によ
る詳細な所蔵目録や、『宝巻初集』『民間宗教
経巻文献』『民間宝巻』など複数の影印叢書
が相次いで出版されたことで、かつては困難
であったテキストや版本の比較研究も可能
な状況が生まれた。 
これに加え、佐藤・太田による江南地方の
宝巻上演調査など、フィールドワークの開拓
も行われたことで、宝巻のテキスト分析と現
地調査をリンクさせた研究を構想すること
ができるとともに、それが要請される段階に
来ていると思われる。 
そこで、文学・歴史学・宗教学・文化人類
学など、複数の分野の研究者が集まり、収集
テキストの整理・分析と現地調査による宝巻
の総合的・学際的研究を行うことが構想され
た。 
 
２．研究の目的 
本研究は、中国における語り物・唱い物の
一種で、多くの民間宗教結社においても用い
られた「宝巻」について、文献・フィールド
の両面からのアプローチにより、以下二点に
ついて探究・解明することを目的とする。 
（1）書誌研究による宝巻文学・民間宗教史
の再検討 
（2）宝巻の流通および受容層の解明 
 
３．研究の方法 
（1）太田の収集した宝巻約200件を整理し、
解題目録を作成するとともに、一部について
はテキストの校訂も行う。 
（2）整理資料すべての画像データと、一部
のテキストデータを WEB で公開する。 
（3）文献整理とリンクさせた形でフィール

ドワークを行い、上演状況の調査を実施する。 
（4）各分野の研究者が集まり、文献研究と
現地調査を踏まえた学際的研究成果を上げ
る。 
 
４．研究成果 
本研究の具体的成果は、大きく分けると、
（1）文献整理、（2）現地調査、また（3）そ
れに基づく理論研究の三者となる。 
まず（1）文献整理については、前述の如
く太田収集宝巻資料約二百件を対象に書誌
情報を取った上で撮影作業を行い、他の版本
などとも比較検討を行った上で解題目録を
作成した。その過程で、例えば『苦功悟道経』
が明代の王海潮の注釈本から本文のみを抜
き出した、従来知られていなかったテキスト
であることを発見するなど、当該コレクショ
ンに含まれる資料の性質について解明し、全
体の解題目録を作成して、全画像データとと
もにデータベースとして公開を行った。これ
は、今後中国の宗教研究・通俗文学研究の分
野に大きく利するものと思われる。 
（2）の現地調査は、（1）の作成の過程で、
各分担者が自らのフィールドとして確立し
ていた調査地域についてさらなる調査を行
い、解題目録および以下の（3）に反映させ
ることができた。 
（1）（2）を踏まえた上で、研究メンバー
各人が（3）の宝巻文学・民間宗教史の再検
討、および宝巻の流通および受容層の解明に
関わる理論分析を行った。これによって、宝
巻における元帥神の形象や、準提菩薩信仰と
の関わり、あるいは嶺南の宗教信仰の問題な
ど、関連する様々な口頭発表・論考の執筆を
行った。特に最終年度に、中国の揚州大学と
上海師範大学で開催された宝巻の国際学会
において各メンバーが研究発表を行ったこ
とは、本プロジェクトの成果を海外に大きく
知らしめたものとして特筆される。 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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